










小児白血病の治療成積は近年目ざましい向上をみせた。しかし死から逃れることのできな

い患児群は依然として存在している。悪性腫瘍治療学が専門化した今日,専門医により根治

治療の限界を越えたと判断された患児ならびに家族の為には,彼らに最も適したターミナ

ルケアを考えなければならない。 

小児の死に関する研究は,我が国でもその必要性は認識されながらも,感情的には受け入れ

られず,医療者も小児の死を臨床的にどのように取扱うのが最善であるのかを冷静に検討

する場も姿勢ももたなかったのではなかろうか。 


